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ニ
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。
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｀i曳艦ニュージャージーの

寄港を止めるために

あなたの出来ること

●チラシをまく、知人にてわたす

●リーフレットを出回らせる ， 

●スフイドを使って小集会を開く

●首相や知事、市長に要請ハガキを出す

友達にもすすめる

●首相あての署名を集める

四西西翌●ペタンシーールを街かどやキャンパスに

●非核•平和自治体に要請を

●新聞に投因しよう

』
’

口いろんな道具や手引きをそろえました。

詳しくは折込み(J)「NJNJキャンペ

ーン」案内書に。

みなん沙至厘遵懃の玲屡£
●雑持会員（月間会費）
E:1HA 1 [] 2 00 0円
舟A 1口 1000円

●参加会員（月閻会費）
団体 1LJ 1000円
個人 1口 500円

●通信会員

クLI目2000円



露
骨
な
政
治
的
意
図

核
艦
船
は
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
日
本
の
港
に
出
入

り
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
私
達
は
あ
え
て
今
回
の
寄

港
を
重
大
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
？
確
か
に
核
の

持
ち
こ
み
は
ー
日
本
政
府
の
大
ウ
ソ
に
も
か
か
わ
ら

ず
ー
残
念
な
が
ら
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ

ど
核
搭
載
が
明
白
な
（
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信

N
0
7

参
照
）
ー
そ
れ
も
い
わ
ゆ
る
戟
略
核
ー
艦
船
が
、
こ

れ
ほ
ど
長
い
「
周
知
期
間
，
一
（
寄
港
計
画
の
第
一
報

は
「
読
売
」

1
月

5
日
付
）
を
置
い
て
入
港
す
る
こ

と
は
例
が
な
い
。
し
か
も
入
港
予
定
日
が
八
十
三
年

の
寄
港
予
定
日
と
同
じ
八
月
下
旬
に
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
作
戦
上
の
要
請
と
い
う
よ
り
、
政
治
的

な
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

つ
ま
り
日
本
政
府
に
対
し
て
は
、
非
核
三
原
則
の

放
棄
を
内
外
に
公
式
に
明
ら
か
に
さ
せ
る
た
め
の
セ

レ
モ
ニ
ー
で
あ
り
、
日
本
の
反
核
世
論
に
対
し
て
は

核
持
ち
こ
み
の
最
大
の
既
成
事
実
を
つ
き
つ
け
る
こ

と
で
打
撃
を
与
え
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
ろ
う
。

N
J
は
原
潜
と
違
い
ト
マ
ホ
ー
ク
の
ラ
ン
チ
ャ
ー

（
発
射
台
）
が
外
部
か
ら
で
も
は
っ
き
り
と
確
認
で

き
る
。

N
J
は
第
三
世
界
に
対
し
て
は
「
シ
ョ
ー
イ

ン
グ
・
ザ
・
フ
ラ
ッ
グ
」
と
い
う
古
典
的
な
砲
艦
外

交
の
道
具
で
あ
る
よ
う
に
、
反
核
世
論
に
対
し
て
は

「
シ
ョ
ー
イ
ン
グ
・
ザ
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
」
の
政
治
的

な
道
具
と
な
る
の
で
あ
る
。

決
定
的
な
選
択

N
J
は
平
和
な
極
東
の
海
を
か
き
乱
す
た
め
に
や

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
。

S
A
G
の
第
一
の
任
務
が

ニュージャージーは
なぜ
来るのか

青木雅彦
（トマホーク阻止京都連絡会）
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c：： ij’ 
ャ曇 攻撃的な海軍力について

,' 「水上艦船群が真に海軍の攻類力の中糟とな i 
りつつあるという事実は、海洋戦略における

重要な作戦能力の向上である。これは戦闘艦

船を空母の代替にしようということではない

。なぜなら目標にたいして爆弾の雨を降らせ

るということでは将来にわたっても空母と艦

祓機に優ものはないだろうから。しかし巡航

ミサイル・トマホークやハープーンはわれわ

れ水上作戦家の考えを、したがって海軍の作

戦公式を一変させつつある。」 ！ § 
t 

「幾世代にもわたって海軍の将官たちは海 ＼ 
軍の作戦全体に対する水上戦闘の貢献を防OO f̀ 
という角度からのみとらえてきた。しかし、

それはばかげた考えだ。トマホークとハープ

ーンが開発されて以来、水上海軍力は、ソ連

に対して多様な台威を与える能力を手に入れ

てきた。これは大きな変化だ。 （海軍作戦

部長 J・メトコフ US NAVAL INST! TUTE 

PROCEEDINGS Oct. 85) 

＾ り

r 

ヽ

）

「
最
も
含
威
度
の
高
い
海
域
で
の
攻
勢
作
戟
J
と
さ

れ
て
い
る
と
う
り
、
一
蝕
即
発
の
核
対
決
の
場
に
新

た
な
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
た
め
に
や
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
米
軍
は
こ
の
よ
う
な
危
検

な
手
段
を
選
択
し
た
の
か
？
ワ
ト
キ
ン
ス
作
戦
部
長

は
冷
酷
に
こ
う
答
え
る
。
核
対
決
を
恐
れ
て
い
て
は

ソ
連
を
「
抑
止
」
で
き
な
い
。
「
危
険
は
ど
ち
ら
の

側
に
も
あ
る
。
そ
れ
が
抑
止
の
本
度
だ
。
」
r.

暴
力
に
よ
る
「
平
和
」
を
支
持
し
て
破
滅
へ
の
道

を
進
む
の
か
。
「
も
う
―
つ
の
側
」
j
を
積
極
的
に
選

択
し
て
軍
縮
の
道
を
歩
む
の
か
。

N
J
の
寄
港
は
日

本
の
反
戦
・
反
核
運
動
の
最
大
の
試
金
石
で
あ
る
。

（
一
九
八
六
年
六
月
一
日
記
）

3i-]-
レーマン海軍長官の議会証言 (1985.2.7)

「昨年、私たちは戦域レベルの核抑止のために核弾頭をもった巡

航ミサイル・トマホークの配備を開始しました。それらは、現在、

わが攻竺型原子力酒水艦、駆逐艦、それに復役した戦艦（複数）に

載っており作戦可能な状態にあります。」（注：当時戦艦は二隻し

かなく、それはニュージャージーとアイオワである）

極
東
ソ
連
基
地
を
射
程
に

核
ト
マ
ホ
！
＇
ク
が
実
戦
配
備
さ
れ
て
か
ら
丸

2
年

近
く
経
つ
。
表
面
的
な
静
か
さ
と
は
哀
腹
に
、
日
本

の
近
海
で
は
米
ソ
の
以
前
と
は
比
ぺ
も
の
に
な
ら
ぬ

激
し
い
角
逐
が
水
面
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
事
実
を
ア
メ
リ
カ
の
側
か
ら
卒
直
に
語
っ
た

の
が
ワ
ト
キ
ン
ス
米
海
軍
作
戦
部
長
の
「
海
洋
戦
略

9

ー
で
あ
る
。
昨
年
末
か
ら
今
年
初
め
に
か
け
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
の
戦
略
は
、
一
口
で
言
え
ば
戦
争
の

初
期
か
ら
ソ
連
の
戦
略
原
潜
を
攻
撃
し
「
核
パ
ラ
ン

ス
を
米
測
に
有
利
に
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
報
復
力

で
あ
る
原
潜
を
脅
か
さ
れ
る
ソ
連
の
側
は
、
戦
術
核

を
使
っ
て
で
も
そ
れ
を
阻
止
し
ょ
う
と
す
る
。
そ
こ

で
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連
の
周
り
に
空
母
や
ト
マ
ホ
ー
ク

店
を
配
備
し
て
、
地
上
の
基
地
を
攻
繋
す
る
脅
し
を

加

え

そ

れ

を

「

抑

止

」

す

る

。

｀

ワ
ト
キ
ン
ス
自
身
も
そ
の
「
可
能
性
」
を
認
め
て

い
る
よ
う
に
、
日
本
の
近
海
で
行
わ
れ
る
こ
の
新
戦

略
は
文
字
通
り
の
核
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
直
結
す

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
戦
略
の
も
と
で
緊
迫
し
き
っ
た
北

西
太
平
洋
に
、
核
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
が
疑
う
余
地
の

な
い
戦
産
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
（
以
下

N
J
と
略
）
が

や
っ
て
く
る
。
艦
齢
四
十
三
年
。
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム

と
侵
略
戦
争
の
た
び
に
蘇
っ
て
、
そ
の
巨
大
な
十
六

ィ
ン
チ
砲
で
民
族
解
放
の
問
い
に
砲
撃
を
あ
び
せ
て

き
た

N
J
は
、
レ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
、
三
度
、
今
回

は
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
ト
マ
・
ホ
ー
ク
を
積
む
動
く
核
基

地
と
し
て
復
活
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ヽ

J N
J
は
ト
マ
ホ
ー
ク
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
空
母

以
上
に
内
陸
部
深
く
の
目
根
を
攻
撃
す
る
能
力
を
手

に
し
た
わ
け
だ
が
、
普
通
た
だ
一
隻
で
は
行
動
せ
ず

随
伴
陛
を
従
え
て
水
上
打
撃
部
隊
（

S
A
G
)
と
し

て
行
動
す
る
。
今
年
の
米
国
防
報
告
は
こ
の

S
A
G

を
空
母
機
動
部
隊
と
交
互
に
西
太
平
洋
（
日
本
近
海

）
に
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
今
回

の
N
J
寄
港
が
こ
の
計
画
の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。

リ
ム
パ
ッ
ク
演
習
な
ど
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
海
~

上
自
衛
隊
は
米
空
母
の
護
衛
を
そ
の
重
要
な
任
務
と

し
て
い
る
が
、
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
今
回
の

N

J
寄
港
の
際
に

S
A
G
と
の
演
習
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
沖
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
た
新
た
な

役
割
を
背
負
い
こ
む
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち

N
J

な
ど
の
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
護
衛
で
あ
る
。
海
自
が
進

め
て
い
る
エ
イ
ジ
ス
店
（
一
隻
二
千
億
円
！
）
の
導

入
計
画
も
こ
の

S
A
G
と
の
共
同
演
習
と
関
係
が
あ

る
で
る
う
。

海
自
が

N
J
を
護
衛

核
ト
マ
ホ
I
'

ク
の
射
程
は
二
千
五
百

k

m
。
ソ
連

本
土
の
基
地
を
射
程
に
収
め
る
た
め
に
は
日
本
近
海

に
存
在
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
十
分
で
あ
る
，
。
横
須

賀
や
佐
世
保
が

N
J
の
作
戦
拠
点
と
な
る
こ
と
は
、

そ
の
主
た
る
行
動
海
域
か
ら
考
え
て
ご
く
「
当
然
」

で
あ
る
。

(3) (2) 



海の軍備撤廃のための週末

海軍の軍拡競争に反対する

国際行動
International Actions 
Against the 
Na沢 lA口NS凡ce

•
描六
月
二
九
日
正
午
か
ら
植
須
賀
市
臨
海
ハ
怠
四
で
一

コ
モ
ン
デ
イ
ト
6
.
2
9
太
平
洋
の
人
々
と
力
を
合

せ
て
戦
艦
一
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
止
め
よ
う
」
が
開

催
さ
れ
ぢ
主
催
は
呼
掛
け
人
二
十
八
氏
に
よ
る
実

行
員
会
。
前
夜
か
ら
の
雨
か
時
町
強
く
降
る
悪
天

候
で
あ
っ
た
が
，
冬
雌
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
。
市

民
レ
ベ
ル
で
は
初
の
反
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
行
動

。
前
段
に
は
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
害
行
委
主
催
の
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
ー
ヨ
コ

ス
カ
・
ギ
グ
一

集
会
も
音
楽
と
ス
ピ
ー
チ
を
半
々

と
い
う
思
切
っ
た
趣
向
。
五
七
八
個
（
核
ト
マ
ホ
ー

Disarm the 

June 27-29 

Seas 

1986 

Weekend 

オーストラリア；キャンベラ メルボルンパー

スシドニー立上竺プリンス・エドワード島ヴィクトリア

バンクーバー イギリス ワイト島ハンプシャー州南海岸ムと

2 クリスチャンサンドルンデ島とアレスンド フィリピン
スーピック 入コットランドクライデ入江グレン・ギャリー

シェトランド島 アメリカ合州国 ファンデール（カリフォルニア

州） グロトン（コネチカット州） ニューヨーク プロピデンス

（ロードアイランド州） サンヂエゴ サンフランシスコ ホノル

ル（ハワイ）

-
6
.
2
9
ア
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
呉
一
に
広
島

県
内
、
中
臼
•
関
西
各
地
か
ら
百
二
(
)
名
が
参
加
。

士
罹
は
雲
位
歪
貝
会
3

現
地
で
は
初
の
百
人
規
模
の

行
動
で
あ
る
。
呉
Y
W
C
A会
館
で
の
集
会
で
は
武

藤
一
羊
氏
が
「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
核
ま
み
れ
の
私

た
ち
―
と
題
し
て
講
演
。
続
い
て
市
内
繁
華
街
を
デ

モ。●
佐
柑
保

六
月
二
十
九
日
、
熊
本
、
福
岡
の
市
民
グ
ル
ー
プ

が
基
抽
調
歪
。
現
地
で
は
七
月
二
十
日
現
地
闘
争
本

部
主
催
の
反
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
集
会
が
開
か
れ
る

■呉

ン
連
台
C

こ
の
前
日
、
シ
ュ
ル
ツ
米
国
務
長
官
は
マ
ニ
ラ
で

ア
メ
リ
カ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
宜
毒
同
盟
を

餡
消
す
る
万
同
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
理
由

は
同
国
が
ア
メ
リ
刀
の
核
搭
載
墜
船
の
入
港
を
拒
合

す
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
し
た
。

こ
の
日
の
行
動
は
据
洋
で
の
軍
拡
に
注
竜
祐
桑
起

し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
た
芸
店
蔽
策
を
促

准
る
た
め
の
も
の
。

同
連
合
の
事
務
局
長
、
エ
ル
モ
・
マ
ナ
パ
ッ
ト
氏

は
、
集
会
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

一
こ
の
基

地
に
は
核
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

。
米
ソ
の
咳
＇
勺
更
で
死
ぬ
の
は
ア
メ
リ
カ
人
で
は
な

く
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
だ
。
」

そして

を
逗
体
、
空
高
く
飛
ば
し
た
。

（
首
熙
画
図
遷
動
）

t]人

（
 ，
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●
ミ
サ
イ
ル

ハ

ー

プ

ー

ン

●

火

器

主

抱

四

0
六

ミ

リ

X
九

門

●

経

歴

一

九

四

二

年

連

造

／

四

三

年

太

平

洋

に

配

備

。

戦

後

退

役

し

モ

ス

ボ

f

ル

化

（

ワ

ッ

―

ク

ス

な

ど

に

よ

る

錆

び

ど

め

処

理

）

／

五

0
年

復

役

し

朝

鮮

戦

争

に

参

加

。

第

抱

射

繋

を

主

任

務

と

す

る

。

そ

の

ご

再

び

モ

ス

ポ

ー

ル

化

／

六

八

年

ふ

た

た

び

現

役

復

帰

／

六

九

年

退

役

、

モ

ス

ポ

ー

ル

化

／

八

一

年

レ

ー

ガ

ン

政

権

の

「

六

百

隻

妬

隊

」

構

想

に

そ

っ

て

み

た

び

現

役

復

帰

。

●
サ
イ
ズ
ニ
七
0

(

L

)

X
三

三

(

W

)

x

-

l

-

(

H

)

[

単

位

メ

ー

ト

ル

]

排

水

量

四

万

五

千

ト

ン

（

フ

ル

装

備

で

は

五

万

八

千

ト

ン

）

●
昂
商
速
度

●

乗

粗

貝

数

三

五

ノ

ッ

ト

／

時

約

千

五

百

人

ラ

ン

チ

ャ

ー

八

基

ト

マ

ホ

ー

ク

同

十

六

基

（

ジ

ェ

ー

ン

海

軍

年

鑑

8
5
)、
8

6

)

‘̀
 

ク
の
数
）
の
国
船
で
出
来
た
異
様
な
形
の
三
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
モ
ン
ス
タ
上
も
登
湯
0

9

の
根
署
名
運
動
の
カ
レ
ー
や
T
シ
ャ
ツ
の
で
お
店
p

出
て
ち
ょ
っ
と
し
た
お
祭
り
気
分
。
参
加
者
の
顔
ぶ

れ
も
多
彩
。
年
今
虐
も
輻
広
い
。
和
や
か
な
中
に
も

直
剥
な
空
気
の
酒
ち
た
会
湯
か
ら
は
神
奈
川
県
知
事

、
横
須
質
市
長
、
＝
反
崎
県
知
笞
＝
‘
仕
止
と
保
市
長
に
あ

て
て
計
三
三
七
通
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
匿
担
＾
U

を
求
め
る
ハ
ガ
キ
が
送
つ
れ
た
。
基
地
ゲ
ー
ト
前
か

ら
め
ぬ
き
通
り
を
歩
く
デ
モ
で
は
＼
J
モ
ン
ス
タ
ー

ー・,
- --,_ll  •一'·"

I ;̀ で̀ ―←-t!V
ン
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六
月
二
十
八
日
、
約
四
0
0人
が
ス
ー
ピ
ッ
ク
海

軍
甚
面
前
を
デ
モ
、
数
百
の
風
船
を
飛
ば
し
、
放
射

畠
れ
を
携
告
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
小
ビ
ン
に
入
れ

、
川
に
流
し
た
。
主
催
は
マ
ニ
ラ
の
非
核
フ
ィ
リ
ピ

●
母
港

ロ

ン

グ

ピ

ー

チ

戦艦ニュージャージーの動き
L 北tヽ平洋噂芦澤珀揺-I!(

6月14日
韓lJsl• t:川に人港。朝糾戦争時
、東海片の元山（現在は朝鮮民主
主義人民共和国）に脳砲射撃を行
なって以来331団振りの朝虹半島
訪問である。随伴艦はミサイル巡

洋望ロングピーチ、同スターレッ
ト、給油艦ワバシュ。 (Paci fie 
Stars and Stripes 86/6/19) 

随
発
ナ
験
で
記

8
的
の

。
ク
カ
｛
ナ
功
連

1
発
そ

習
一
た
ル
成
関
を
挑
゜

涸
ホ
れ
イ
験
に
向
と
1
・る

で
マ
雌
サ
実
報
方
ん
か
帰

沖
卜
0

ミ
の
情
射
な
と
に

島
、
キ
。
初
プ
発
。
こ
一

列
チ

0
中
の
ツ
の
う
る
バ

ン
一
〇
命
で
ラ
ク
よ
あ
一

ャ
ビ

9
に
域
ク
一
み
で
ハ

シ
グ
約
的
海
ス
ホ
て
ー
ル

日
一
ン
。
標
の
（
マ
え
験
一

1
ュ
ロ
験
の
外
。
卜
変
実
パ
の
る

月
リ
檻
実
島
る
）
度
，
ー
、
新
わ

7
ア
件
射
ダ
場
あ
市

0
な
後
自
販
加

•
は
も

日

二

[

]

3

0

6

]

]

]

喜

£

閂

紅

口

嗅

国
王
〖I'
l
/
'

ノ
A
o〉坐ベ

8月4日～13日i
米タイ合同浪習fコプラゴールド
86」に参加と米国防総省、タイ国
軍最高司令部が発表。他に駆逐艦

3隻、上陸強襲艦4隻、泡水艦1
隻等が参加の予定。 （「赤旗」 86
/7/9) 

約2週間の軍事行動
し

BB62 
「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
」

（

ア

イ

オ

ワ

級

し I i.  

’ .--,_--
．．・＿．．．→ヽ—

•9. 、ヽ・一ーマF
ー・ ,e-·o•=~-｀卜`ー-•--.マ．ヽ·---- " 

名年 3~年ぶ＇ l)0)'賄，特良訪闊細心

8 6 . ..,,.9, 「

息：イリピ ン近海
（月 11日
入ービック入港。 I通伴艦はメリル
、l]ングビーチなど。

巨
多

●,_.,  .. 

5~8 

4

[

 ヽ
0: 

5月25日
‘" ニューンヤージー率いる水上打撃

団 (SAG)、ハワイのパール・
ハーパーに入港n i糾伴艦は以Fの
通り。
0駆逐艦メリル0誘導ミサイル巡
祥艦ロングピーチ0誘導ミサイル
フリゲート艦サック〇給油艦ワバ
シュ なお、メリルは核トマホー

ク搭載艦であることが米議会証言
によって確認されている。

闘28日
パールハーバー出港。第7艦駁に
編入。

(5) (4) 
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9
1
•
,
9
9
.
I

夏

A
 
％？ （＇gヽ）

戦
艦
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ー
シ
ー

＂`ヽ

•N]島前
1‘i諒t']

ヽ

層

｀

米の平和

運動家指摘

熊

梨

五

月

十

一

日

V
L
F
（
超
長
波
）
送
信
所
予

定
地
ハ
イ
キ
ン
グ
。
呼
び
か
け
団
体
や
地
元
人
古
の

市
民
ら
四
十
人
が
参
加
し
て
片
道
五
キ
ロ
を
踏
破
。

囲
削
制
核
艇
船
寄
港
祖
止
現
地
闘
争
本
部
が
七
月

二
十
日
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
の
現
地
行
動
を
計

画。

(

O

九
五
六
i
二
四
ー
四
三
八
六
佐
世
保
地

区
労
）
郡
剖
六
月
十
三
日
「
核
基
地
日
本
を
考

え
る
講
座
」
第
五
回
「
日
米
安
保
批
判
ー
ガ
イ
ド
ラ

も、ケ
t
か
‘
名

[
]
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

8

部
六
月
二
十
八
日
、
復
役
し
た
戦
甦
f
f
ズ
ー
リ
が
七

e
集
r
 

•
I
S編
月
四
日
（
独
立
記
念
日
）
を
記
念
し
て
将
来
の
母
港

t
 
r
 
e

化
の
た
め
に
入
港
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
デ
モ
隊
が

d
v

約＾
 

＆
要
海
岸
通
り
の
交
通
を
遮
断
、
百
五

T
Aか
逮
捕
さ
れ

n" et
R
た
。
デ
モ
隊
は
海
岸
の
桟
梧
に
沿
っ
た
四
車
程
の
通

［
 

S
u

り
に
砕
い
た
磨
畜
い
て
g
嬰
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

r
 
a
 
t
 
s
 
"' a
 

n
d
2
9
 

u
 
s
 

h
e
6
 

T
 

た
。
こ
の
通
り
に
は
む
二
千
の
人
々
が
ミ
ズ
ー
リ
ー

の
入
港
を
見
る
た
め
に
詰
め
か
け
て
い
た
。

ま
た
海
上
で
は
「
平
和
船
囲
」
と
名
付
け
ら
れ
た

二
十
孟
雰
の
小
舟
か
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
イ
ト
・
プ
リ

ッ
ヂ
を
通
過
す
る
ミ
ズ
ー
リ
を
迎
え
た
。
飴
団
の
ス

ポ
ー
ク
ス
・
ウ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
行
動
は
海
洋

の
軍
拡
に
抗
議
す
る
た
め
の
も
の
。

ミ
ズ
ー
リ
は
五
万
八
千
ト
ン
。
千
五
百
人
が
乗
粗

む
。
さ
る
五
月
、
三
十
年
ぶ
り
に
改
修
、
再
就
役
し

た
。
政
府
と
ハ
ワ
イ
州
当
局
は
、
同
腔
の
母
港
を
パ

ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
と
す
る
よ
う
交
渉
し
て
き
た
が
、

ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
選
ん
だ
。

イ
ン
安
保
を
斬
る
」
講
師
は
武
藤
一
羊
氏
。
ニ
ュ
ト

ジ
ャ
ー
ジ
寄
港
の
報
を
受
け
て
毎
週
木
躍
日
夕
の
街

頭
ピ
ラ
撒
き
を
継
続
中
。
七
月
二
十
七
日
に
は
「
核

肥
船
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
止
め
ろ
！
°
7
.
2
7
集
会

」
講
師
に
舞
官
新
氏
を
招
く
。
デ
モ
も
計
画
。
反
二

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
実
行
委
を
組
む
計
画
も
。

(

O

七
一
・
ユ
ー
ニ
五
五
ー
―
二
六
一
京
都
ト
マ
連
）
、
囲

知
先
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
依
佐
美
基
地
周

辺
一
五

0
0
戸
ヘ
ピ
ラ
入
れ
。
十
七
日
、
地
元
刈
谷

市
で
初
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
。
同
二
十
四
日
、
武
藤

一
羊
氏
と
京
都
ト
マ
連
の
仲
間
を
迎
え
て
名
古
屋
市

内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
翌
二
十
五
日
に
は
早
朝
五
時

か
ら
京
都
の
仲
間
と
と
も
に
依
左
美
ま
で
「
反
核
ウ

ォ
ー
ク
・
ラ
リ
ー
」
刈
谷
市
内
の
公
園
で
集
会
。
約

六
十
人
が
参
加
。
付
近
の
農
民
の
飛
入
り
参
加
も
。

6
.
2
9

コ
モ
ン
デ
イ
ト
に
は
横
須
賀
へ
p

(
あ
い
ち

反
戦
の
会
）
剰
刹
五
月
十
日
、
「
核
の
ゴ
ミ
野

放
し
化
法
案
を
つ
ぶ
そ
う
！

5

．10
全
国
集
会
'
-
チ

ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
事
故
も
取
上
げ
ら
れ
六

0
0
人
が
参

ロ
グ
ロ
ト
ン
（
米
仝
屈
出
I
•
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
）

六
月
二
十
八
日
、
三
八
隻
日
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

級
攻
撃
型
君
水
艦
ヘ
レ
ナ
の
進
水
巧
か
行
わ
れ
た
こ

の
日
、
同
肥
を
建
造
し
た
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ポ
ー

ト
社
工
場
前
で
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
阻
止
連
合
の
百
人
が

祈
り
と
ダ
イ
・
イ
ン
を
行
な
っ
た
。
ダ
イ
・
イ
ン
は

准
宋
式
の
参
囮
否
に
対
し
て
過
去
お
よ
び
禾
釆
の
核

の
犠
牲
者
を
表
現
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
°
デ
モ
に

参
加
し
た
ジ
ョ
ー
ン
・
カ
バ
ノ
ー
さ
ん
談
「
ダ
イ
・

イ
ン
は
警
耳
隊
の
パ
リ
ケ
ー
ド
の
陰
だ
っ
た
け
れ
ど

も
、
進
水
式
に
出
た
人
達
も
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か

は
わ
か
っ
た
は
ず
で
す
」

j

4
,
1
,
 

加
。
翌
十
一
日
に
は
一
五

0
人
が
参
加
し
て
デ
モ
。

6

渋
谷
の
東
京
雷
力

P
R館
で
は
五
十
人
が
七
階
の
原
（

発
展
示
室
ま
で
い
き
、
職
員
と
討
論
。
六
月
一
日
来

日
中
の
「
海
の
軍
備
撤
廃
を
！
太
平
洋
運
動
」
の
国

際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー

氏
を
囲
ん
で
ト
マ
食
い
虫
社
で
交
流
会
。
翌
二
日
首

都
祠
運
動
主
催
で
「
証
言
↓
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
を
裁
く
」
集
会
。
社
会
党
衆
議
院
議
員
大
出
俊
氏

、
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
氏
の
核
搭
載
に
関
す
る

証
言
と
梅
林
宏
道
氏
に
よ
る
非
核
コ
ー
ド
の
提
案
。

約
九
十
人
が
参
加
n

同
十
五
日
に
は
一
ぷ
っ
つ
ぶ
せ

中
曾
根

6
.
1
5
共
同
行
動
」
三
五

0
0
人

。

樹

郷

劉
六
月
三
日
「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
止
め
ろ

長
谷
川
き
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
一
八

0
人
。
パ
ン

フ
「
核
は
止
ま
る
。
も
し
あ
な
た
が
そ
う
思
う
な
ら

」
好
評
発
売
中
。
（
非
核
市
民
宜
言

11ヨ
コ
ス
カ
―

0
四
六
八
ー
ニ
五
ー

0
一

五

七

）

横

浜

六

月

八

日
‘
[
ウ
ド
の
会
」
な
ど
主
催
に
よ
る
「
上
瀬
谷
基

地
は
い
ら
な
い
六
月
集
会
」
地
域
の
主
婦
な
ど
八
十

人
が
参
加
e

ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

八
月
寄
港
？
の
二

]
A

「
随
伴
艦
も
核
搭
載
」

八
月
末
に
日
本
に
寄
港
す
る
見
通
り
、
天
第
七
艦
隊
L

出
曰
入
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
ア
イ
オ
ワ
。
ニ
ニ
ー

し
の
米
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
駆
遂
饂
メ
リ
ル
、
誘
詈
サ
イ
ル
巡
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
痣
伴
し
て
い
る
塁

洋
唇
ン
グ
ピ
ー
チ
、
誘
導
ミ
サ
イ
艦
メ
リ
ル
は
巡
雙
サ
イ
ル
発
射
の

レ
フ
リ
ゲ
ー
よ
艦
サ
ッ
ク
、
給
油
艦
実
験
皇
、
す
で
に
そ
マ
・
示
ー
ク

（
四
五
、

0
0
0
'
,J

~
!
(
'
I
い
て
、

ワ
バ
シ
ュ
が
穏
し
て
水
上
打
字
部
を
祐
戯
し
て
い
る
。

来
日
中
の
一
海
の
軍
嘩
感
克
を
／
太
）繋
言
，
K
-

の
曰
成
で
日
本
に
寄
③
三
塁
手
一
日
付
の
米
海
軍
の

醤
運
動
一
（
本
部
ハ
ワ
イ
）
の
国

農
霞
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
港
す
る
益
推
定
さ
れ
る
。
新
聞
「
ネ
ー
ピ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
j
に

器
二
巴
、
都
内
で
記
者
会
見
し
、
②
米
海
軍
篇
者
の
議
会
証
言
な
よ
る
点
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
巴

次
の
よ
う
な

m報
を
公
衷
だ
。
ど
に
よ
含
、
す
で
に
核

rマ
ホ
ー
吾
塁
、
襖
須
貸
で
大
改
知
中
の

①
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
五
月
ニ
ク
が
翌
威
さ
れ
て
い
る
水
上
唇
、
米
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
代
役
を
果

十

吾
l

、
嚢
湾
に
入
港
、
同
ニ
・
-
'
醤
二
隻
、
巡
洋
匿
蚕
、
堅
逐
艦
た
姜
め
。
米
議
会
で
も
製
篇

八
日
に
出
惹
し
て
西
太
平
洋
に
入
―
―
―
隻
の
計
八
隻
で
、
醗
唇
ニ
ュ
ー
者
が
一
ミ
ッ
ド
ウ
ニ
ー
の
誓
中
、

塁
が
中
心
の
水
上
打
撃
部
隊
が
主

殺
と
な
る
一
益
血
言
，
そ
3
0
0

巡
飢
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
を
祁
絋
す
る
米
海
叩
の
戦
墨
一
ュ
ー
者
に
よ
る
と
、
息
子
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
令
宮
製
月
は
じ
め
に
喜
す
る
。
打
ホ
唇
の
信
で
腐
忍
―

ジ
ャ
ー
ジ
ー
（
四
五
、

ooo・.,)
~
着
―

-
l十
日
、
届
罹
低
ー
ジ
ー
に
乗
り
組
ん
で
い
る
P
.
F
司
令
官
の
交
代
式
は
ニ
ヵ
月
の
九
さ
れ
て
い
た
が
、
随
想
陸
竺

監
p
へ
爵
恙
公
爵
葵
盗
っ
た
。
米
海
罪
怨
器
器
寂
者
の
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
第
七
農
司
魯
塁
言
に
棗
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ザ
イ
ル
栂
苔
ン
グ
ビ
ー
チ
（
一

紐

A

証

凶

な

ど

の

ぽ

か

に

、

鳳

袈

の

市

民

牒

竺

應

會

は

八

月

か

ら

「

學

誓

筈

贋

ヘ

ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

羅

漫

た

も

五

、

盈

0
も
、
誘
警
サ
イ
ル

た――
っ
＝
平
日
j
と
い
合
報
を
啜
須
齋
地
関
係
者
か
ら
筍
て
い
る
た
め
芝
。
よ
言
翌
喜
れ
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
、
・
フ
リ
ゲ
ー
ト
紐
サ
ッ
ク
（
二
、
七
五

な
だ
。
こ
も
為
J
に
対
し
て
、
偲
揉
市
で
は
十
九
日
に
巷
四
甥
系
の
た
。
姜
、
塁
、
研
須
賀
の
晋
―
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
来
月
中
,
o
·
~
)、洋
上
拙
給
紐
ワ
バ
シ
ュ

＜
 
き

肛

水

協

、

二

喜

儲

習

薗

ロ

ッ

ク

の

五

虎

製

の

寄

悉

盟

司

令

翡

か

ら

入

っ

た

閾

旬

、

日

本

海

で

璧

鼻

裔

（

ー

ニ

、

五

oo・.,)
の
話
た
な

〖
嬰
襲
茎
苫
贄
翌
習
を
す
る
。
（
2
2
-
四
に
閥
記
亭
）
で
は
、
西
菊
ハ
月
二
＇
西
、
吾
]
訓
練
を
し
た
浚
、
二
十
日
王
届
る
見
述
し
。

算
l

．
を
予
定
し
て
い
た
が
、
改
曰
ず
れ
込
内
低
に
愈
す
る
と
見
ら
れ
て
い
た

ご
共
同
訓
練
な
く
疇
鱈
訪
び
冒
賛
汀
丘

寄

ジ

と

、

闘

は

じ

め

、

J

.

A

・

ラ

イ

渇

）

と

し

て

渭

ぶ

呵

濾

澤

，

[

-

-

「

旗

見

せ

」

だ

け

且

麟

豆

汀

謬

<

[

闘

言

っ

た

。

こ

れ

辱

っ

て

、

W
J

-

習

対

警

サ

イ

ル

爵

翌

差

薔

努

薔

応

を

伴

っ

た

一

堂

貪
一
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
•
D
。
皇
キ
ン
ス
森
の
交
貸
善
れ
て
い
る

I
1．
ー
ル
ポ
ー
ン
履

ヽ

i

j

'

忠

蕊

裟

盆

喘

盟

淫

J

一

に

出

席

し

漢

閣

護

灌

盟

，

促

馨

悶

襄

代

わ

る

巴

ぃ

司

{ 7) 



旬
即
核
問
題
で
公
開
質
問
状
護
賢
鰭
芦
麟
厄

,
8
冗

仮

毘

図

ぺ

考

，

一

と

考

え

、

的

七

叩

6
 

:
 
0

)

袷

，

均

衆

参

四

候

補

へ

市

民

団

体

一

が

「

言

を

い

な

い

J

,

U

考

え

て

ー

い

る

。

守

る

た

め

の

呉

は

滋

が

あ

れ

ば
、
翌
せ
て
ほ
し
い
賃
―
ITT
内
で

一

蒻

詈

箆

迪

め

て

い

る

「

卜

い

て

四

習

l

の
公
翡
翌
を
出
し

へ

は

、

塁

の

J

，

ラ

ッ

ク

塁

、

海

上

一
・
マ
ホ
ー
ク
の
醤
存
す
な
1

・
呉
市
た
。
．
）

塁

」

「

器

き

め

ん

だ

旨

CD言
＿

品

の

闊

芦

、

毎

H

森
送
醤
言
呂
れ
て
い
る
。
危

シ
マ
市
民
の
全
J
な
と
四
団
体
が
二
慄
へ
の
原
言
塁
芸
の
入
惹
回
数
験
物
が
市
中
を
一
男
詈
呈
茎

土
ハ
日
、
塁
一
、
二
、
一
＿
墨
こ
三
塁
五
讐
、
そ
の
大
部
分
＿
つ
考
え
る
蕊
ソ
渓
の
チ
ニ
ル
ノ
プ

）
匿
嚢
挙
区
に
立
戻
可
し
て
い
る
8
与
ホ
ー
ク
臣
〗
予
定
濫
だ
っ
イ
リ
原
箆
平
笛
馨
た
。
平
和

二
十
二
侯
研
に
対
し
、
岳
世
っ
た
。
こ
の
現
状
を
考
詈
か
②
芽
剌
用
を
含
め
て
、
芸
人
翌
喜

a
 

月与
ー

で

き

ゃ

Q

と

考

え

ー

ミ

か

ー

責

笙

（

＇

一

酎
畏
約
1
5
0亭
uの
一
S
M
2
M
R
'
一
型
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
磁

＂
2

3

{

呈
後
、
日
岡
特
誓
写
す

的
に
設
計
さ
れ
、
対
詈
サ
イ
ル

玉
イ
ジ
「
〈
島
案
詞
｛
謬
り
＂
甘

2
！

飛

来

す

る

最

大

十

八

自

礫

に

対

し

、

蹂

心

（

王

マ

米

海

軍

、

懸

命

に

「

宣

伝

」

そ

れ

ぞ

れ

ミ

サ

イ

ル

を

誘

専

で

き

弓
党
二
＇

H-
百
1
1
昌
特
ー
で
曰
本
人
記
者
団
に
公
開
さ
れ
た
る
。
羹
の
対
空
ミ
サ
イ
ル
円
曾

羹
】
米
海
H
は
二
十
三
日
、
五
カ
ピ
ン
セ
ン
ス
は
昨
年
一
1

月
に
就
役
し
喋
探
知
か
ら
発
茶
ま
で
約
二
十
秒
か

翌
共
同
の
演
習
「
リ
ム
パ
ッ
ク
8
6
.
―
た
ば
か
り
。
太
平
洋
で
は
唯
一
の
二
か
っ
た
が
、
こ
の
塁
き
壁
芦

を
取
材
中
の
日
本
人
記
者
団
に
初
め
イ
ジ
ス
艦
名
巴
（
ギ
，
，
大
佐
）
と
い
う
。

て
、
「
エ
イ
ジ
ス
・
ミ
ザ
イ
ル
・
シ
呈
器
用
を
決
め
る
か
否
か
、
こ
の
た
め
I
C
同
艦
は
完
全
に
コ
ン

歪
色
を
搭
載
し
蓋
詈
洋
匿
詰
め
の
段
莞
に
あ
る
だ
け
に
、
米
海
ピ
ュ
・
＇
・
タ
ー
化
さ
れ
、
大
型
の

U
Y

ピ
ン
セ
ン
ス
（
翌
翌
菜
発
、
六
覆
ワ
シ
ン
J
，
ン
の
米
蜃
省
の
関

k
l
n
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
I+=―
合
な
と

0戸
）
ト
ン
）
を
公
関
し
た
，
三
イ
ジ
発
の
専
門
家
を
呼
ん
で
説
明
に
挙
た
計
二
十
一
合
を
舞
え
て
い
る
。
戦
闘

益
二
は
海
上
自
衛
隊
が
現
在
の
中
ら
せ
、
艦
唇

•
N
・
ギ
ー
大
習
m
報
セ
ン
タ
ー
に
酋
つ
の
大
型
の

翌
器
ヵ
置
計
画
塁
二
房
写
身
が
、
日
本
の
皇
は
部
外
者
を
入
カ
ラ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
と
、
＋
唄
の
プ

入
を
希
望
し
て
い
る
。
塁
塁
は
れ
な
い
器
芍
塁
｀
＜
タ
ー

(
C
I
ラ
ウ
ン
雲
、
敵
味
方
や
艦
内
の
状

三
イ
ジ
こ
の
宣
伝
に
翌
の
萩

C

)

0
，
ソ
ナ
ー
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
況
加
表
示
さ
れ
る
。

委

っ

た

。

ー

室

な

と

を

案

内

す

る

サ

ー

ピ

ス

ぷ

ギ

ー

匿

芸

、

祠

在

存

在

す

る

「
エ
イ
ジ
ス
l

吝
載
の
多
'
fl
ン
り
。
9
'

と
ん
な
航
空
痘
慕
詈
サ
イ
ル
に

言
ガ
警
洋
唇
八
＝
唇
一
番
同
唇
墨
嬰
薯
醤
喜
も
、
こ
の
匿
笠
＇
分
対
処
で
き
る
」

塁
霞
、
今
回
、
パ
、
ル
ハ
，
＇
パ
叫
裏
詈
を
守
る
こ
と
を

1

言

‘u雰
の
高
さ
を
強
闘
し
た
。

,9, 
（
 

．、
●炉って知崖)If

..」
かで.,七

団
引
四
巾
汐
入
町
の
臨
血
公
団
ー
ク
の
配
佃
を
許
す
な
［
全
国

で
ニ
卜
几
U
、
反
核
・
反
n
r
拡
迎
帥
児
闘
代
及
ら
二
十
八
人
が

也
会
「
コ
モ
ン
・
デ
イ
ト
（
み
ん
叶
び
川
け
人
と
な
り
、
実
行
委
口

な
の
日
付
）
6
．
2
9
太
平
和
公
に
は
口
同
人
二
百
六
人
｀

C
同

の
入
び
と
と
力
を
あ
わ
せ
て
戦
広
団
体
五
十
九
が
加
わ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
と
め
よ
う
午
後
一
時
に
始
ま
っ
た
集
会
で

9
.
」
が
叫
か
れ
、
雨
の
中
、
閲
山
は
、
呼
び
出
け
人
の
一
人
、
行
宗

各
地
か
ら
約
l
i
百
人
が
お
加
し
一
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
広

た
。
八
月
に
日
本
窃
氾
が
う
ね
さ
皿
で
波
煤
、
子
供
を
助
け
よ
？
J

さ
れ
る
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
す
る
母
双
の
姿
を
見
た
狂
験
を
語

ホ
＼
名
腐
の
戟
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
り
、
「
原
爆
が
落
ち
て
か
ら
助
け
ょ

ー
ジ
ー
（
四
五
、

0
0
0式
）
に
う
と
す
る
母
性
愛
よ
り
も
、
落
ち

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
臼
木
の
非
核
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

を
ぷ
物
に
し
よ
う
と
庫
え
た
。
広
l
c
L
の
時
は
訂
も
知
ら
さ
れ
て
い

災
は
、
大
平
荏
沿
印
悶
と
な
か
っ
た
が
、
今
は
汎
う
」
と
、

欧
米
の
反
核
j
m
u
v
J
祖
紐
「
反
ト
マ
訴
え
た
。

ホ
ー
ク
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
迎
即
」
ま
た
、
集
会
の
後
、
会
叫
か
ら

「
北
大
西
窟
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
米
需
罰
翌
麿
U
u
ゲ
ー
ト

呼
び
掛
け
、
世
界
十
力
国
で
「
六
前
ー
市
中
心
街
の
コ
ー
ス
で
デ
モ

月
国

E
共
同
行
助
」
と
し
て
日
わ
行
妬
を
行
っ
た
．

れ
、
日
本
で
は
ニ
ヤ
九
日
櫛
須
四
横
須
四
｀
こ
並
ん
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

の
ほ
か
、
同
じ
く
叩
阻

c否
怠
・
ジ
ー
の
寄
穫
が
収
り
ざ
た
さ
れ

盟
・
共
で
叩
咄
さ
れ
た
。
て
い
る
佐
世
堡
で
も
百
月
に
同
様

饒
柑
で
烈
塁
は
飛
烏
山
4

の
災
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

雄
・
壁
岳
入
泡
差
し
止
め
訴
訟

弁
霞
団
長
、
悔
林
宏
追
・
ト
マ
ホ

6·2~ 

コモン・テ冴卜．

＼
 

雨の中、 500人が集まり｀反板、反トマポークを訴えた・

砂0k

茫
幻
止
反
核

6
.
2
9行
動
に
歩
調

戦
艦

N
J
寄
港
阻
止
を

． -‘、、主て＇束 rへ
今茸っりし‘’‘゚ ",/7.

j 
会集で呉え訴

、
缶
」斎廃核【呉

】
ア
ジ
了
•
太
平
洋
か
ら
京
）
が
「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
核

の
核
廃
絶
を
訴
え
る
「
6
.
2
9
ァ
ま
み
れ
の
私
た
ち
」
と
図
し
て
講

ク
シ
ョ
ン
イ
ン
く
れ
」
（
小
訳
し
た
。
参
加
者
は
「

N
o／．ト

田
原
栄
子
実
行
委
民
寿
塁
）
が
マ
ホ
，
＇
ク
」
「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

二
十
九
日
、
呉
市
で
開
か
れ
、
広
ー
入
港
反
対
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

島
県
内
を
は
羹
哭
岡
山
な
褐
げ
て
市
内
緊
布
街
を
デ
モ
行
迎

ど
か
ら
百
十
五
人
が
参
加
し
た
。
し
た
後
、
再
び
全
埠
に
渠
ま
り
、

会
場
の
呉
市
幸
町
、
呉
Y
W
C
「
米
華

mの
該
艦
船
の
入
造
に
反

A
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
西
料
セ
ン
対
し
、
核
の
な
い
ア
ジ
ア
・
太
平

タ
ー
代
表
の
武
藤
一
羊
氏
（
東
洋
を
め
ざ
そ
う
j
と
言
蒼
し
た
。

3
 天
平
洋
の
海
戦
に

c
 O
N
A
T
O
も
参
加

？
 
“
註
叶
対
ソ
連
合
艦
隊
目
指
す
？

、o【
ホ
ノ
ル
ル
十
八
日
一
花
共
口
氾
合
序
味
，
一
づ
く
り
を
も
目
指
し

翌
月
】
日
、
米
英
な
ど
五
カ
国
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

が
参
加
し
て
ハ
ワ
イ
周
辺
海
域
を
歪

中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
四
太
平
今
回
の
研
密
に
参
加
し
、
パ
ー

洋
合
同
甜
芭
「
リ
ム
パ
ッ
ク
8
6
」
ル
ハ
ー
パ
ー
に
入
活
し
た
米
空
母

の
主
仰
者
で
あ
る
米
海
頂
第
三
窪
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
六

0
、
0
0
0ジ）

踪
司
令
宮
の
モ
ラ
ン
ピ
ル
中
将
は
艦
内
で
会
見
し
た
モ
ラ
ン
ピ
ル
司

十
八
日
（
日
本
時
四
十
九
日
）
パ
令
官
は
「
碩
田
は
大
成
功
だ
っ
た
’
―

ー
ル
ハ
ー
バ
ー
で
記
者
会
乳
ヒ
ヘ
と
述
べ
、
日
本
部
隊
に
つ
い
て
は

中
将
は
①
日
本
が
今
後
、
リ
ム
対
訊
匹
で
低
秀
な
能
力
を
発
揮
し

パ
ッ
ク
ヘ
の
参
加
部
昧
の
規
5
岩
た
と
し
、
そ
の
実
力
を
祁
く
評
価

さ
ら
に

m強
す
る
こ
と
を
希
望
す
し
た
。

る
②
太
平
洋
で
有
事
の
際
、
N
A
^
「
後
の
リ
ム
バ
ッ
ク
に
望
む
こ

T
o
（
北
大
西
洋
条
約
機
講
）
店
と
と
し
て
ワ
連
の
朽
威
に
対
抗

国
も
（
対
ソ
）
韮
戦
に
参
加
す
る
す
る
た
め
に
は
一
国
で
も
多
く
参

は
ず
ー
な
ど
と
の
見
解
を
朗
ら
か
加
す
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
語
り
、

に

し

た

。

そ

の

上

で

日

本

側

に

対

し

「

日

木

N
A
T
O
を
め
ぐ
る
発
F

]

は
、
は
日
本
な
り
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で

今
回
の
リ
ム
ハ
ッ
ク
に
英
田
証

m
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
。
今

が
初
め
て
歩
加
し
た
事
実
に
閲
連
回
、
過
去

m大
規
校
の
部
踪
を
派

し
て
迩
べ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
逍
し
た
日
本
に
、
さ
ら
に
参
加
現

ら
リ
ム
バ
ッ
ク
は
有
事
の
際
、

N

校
を
珀
や
す
よ
う
問
接
的
に
求
め

A
T
O
も
加
え
た
西
側
の
「
対
ソ
た
。

、
、
｀ 、.̀

プラカードを手にアジア・太平洋

からの核廃絶を訴える多加者たち

5
1
 

.
2

さ
苔
""mmm5"""""m"”
i

m
5
5
5
m
m
"t
"
t

"
m
m
-t
"Z"_"

臼

粒

贔

ー

ク

洋

上

ト

マ

ホ

ー

ク

。

実

箆

讐

れ

た

塁
巡
洋
艦
「
ロ
ン
グ
ピ
ー
チ
」

発

射

実

験

も

成

功

塁

の

ト

マ

ホ

ー

ク

は

三

十

日

発

【
ワ
シ
ン
ト
ン
一
日
黒
岩
微
特
射
さ
れ
、
ア
リ
ニ
ー
シ
ャ
ン
列
島

派
員
】
来
海
軍
は
一
巳
、
北
太
平
の
い
く
つ
か
の
島
を
越
え
、
予
定

洋
で
海
洋
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
透
り
九
一
白
芸
離
れ
た
カ
ナ
ダ
島
の

一
ド
マ
ホ
ー
ク
」
の
発
射
実
萩
に
成
楔
的
に
命
中
、
回
収
さ
れ
た
。

功
し
た
、
と
発
表
し
た
。
ト
マ
ホ

H
事
節
は
こ
の
実
禁
成
功
で
、

ー
ク
が
ミ
サ
イ
ル
哭
黎
与
以
外
で
ト
マ
ホ
ー
ク
の
実
戦
能
力
が
証
明

実
醗
成
功
し
た
の
は
初
め
て
。
さ
れ
た
と
し
、
米
国
の
抑
止
力
に

実
鯰
さ
れ
た
の
は
対
坦
攻
繋
型
プ
ラ
ス
に
な
る
と
し
て
い
る
。

G. 3c 中国釘ば＼ （全1-,¥I;々 -60；；胡t)
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米
第
七
艦
朦
の

P
.
F
・
マ
ッ
米
戟
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
（
四
艦
を
配
闘
し
て
い
る
事
実
を
挙
げ
ラ
ス
社
製
で
米
苺
軍
の
新
鋭
艦
上

カ
ー
シ
ー
司
令
官
（
中
将
）
は
十
五
、

o
o
o
~
,
)
の
わ
が
田
へ
の
「
ソ
浬
皿
軍
の
詭
力
増
強
を
監
視
戦
闘
・
攻
撃
磯
全
長
十
七

•
O

七
日
、
在
日
米m
-―
―
沢
基
地
の
指
寄

1
1含
む
今
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
す
る
上
で
も
三
沢
基
地
の
任
籾
は
七
ぶ
、
全
細
十
一
•
四
―
―
―
ぶ
、
総

重
限
一
方
五
千
二
百
―
―
-
+
ャ
ロ
（
空

戟
時
）
、
棗
大
速
度
マ
ッ
ハ
一
・

揮
櫂
伝
承
式
に
出
席
す
る
た
め
―
―
ー
ル
に
ノ
い
て
ほ
作
戦
の
機
密
」
大
き
い
」
と
述
べ
、
同
基
地
の
霞

沢
基
地
を
訪
れ
記
者
見
た
。
を
理
由
に
コ
メ
ン
ト
を
避
け
た
。
要
性
を
置
ね
て
弾
調
し
た
。
八
、
行
動
半
径
八
百
ー
―
-
+
―
―
―
ャ
n
、

云
あ
中
で
同
司
令
官
は
現
在
、
こ
の
ほ
か
、
同
司
令
官
ほ
虹
近
ー
．．．．．．．． 
＂

F
A
1
8
戦
闘
攻
乗
良
一
人
、
二
十
↓
パ
ル
カ
ン
砲

胄
釆
碑
軍
欝
賀
基
襲
J
改
鉦
の
極
東
情
を
つ
い
て
現
在
、
ソ
百
立
．．
 
涯
．
ご
撃
機
（
ホ
ー
ネ
ッ
装
罰
、
翌
装
用
バ
イ
ロ
ン
（
つ
り

中
の
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
触
れ
連
誨
軍
が
米
蕪
軍
を
上
回
る
志
水
卜
）
米
国
の
マ
ク
ダ
ネ
ル
ダ
グ
真
）
五
カ
所
．

「
順
調
に
工
事
が
進
め
ば
今
年
＋

畠
m
F
A
1
8

い
い
騒
音
激
化
が
心
配
戸
和

機
が
八
月
末
~
J
ろ
肛
木
基
地
に
初

配
罰
さ
れ
る
こ
と
を
明
魯
に
し
厚
木
喜
地
を
抱
え
書
和
市
基
が
ど
の
星
度
墨
す
る
の
か
、
弾
一
る
さ
い
と
さ
れ
て
い
た
F

J
立

た
。
F
A
旧
は
そ
の
後
十
一
月
初
地
対
策
惑
災
迫
謙
一
参
事
は
、
マ
い
閲
心
を
待
っ
て
い
る
．
市
と
し
は
若
千
砕
か
で
は
な
い
か
と
い
う
。

め
に
三
沢
基
池
で
訓
練
を
始
め
0

ッ
カ
ー
シ
ー
司
令
官
の
発
言
に
対
て
は
、
機
種
転
換
に
か
か
わ
り
な
『

と
い
う
。
し
「
F
A
1
8
が
八
月
中
に
厚
木
至
＜
、
夏
季
の
騒
音
と
安
全
飛
行
に
一

ま
た
g
国
・
仁
川
に
寄
南
中
の
池
に
飛
来
す
れ
ば
そ
の
後
の
騒
音
っ
い
て
政
府
、
米

m
"に
対
策
を

＂
＂
｀
｀
麟
昇
紅
胚
『

FP-

一
が
F
A
1
8
に
転
換
さ
れ
る
と
の
情
A
1
8
の
騒
音
デ
ー
タ
の
収
集
に
努

報
は
関
て
い
た
が
、
F
4
な
ど
に
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
ミ
ッ
ド

比
べ
甚
地
周
辺
に
も
た
ら
す
騒
音
ウ
ェ
ー
艦
載
機
の
中
で
は
殿
も
う

← 

ヽ
ヽ
ヽ
号
の
改
修
完
了
は

12
月

米第7艦隊司令官

． 
I~ふ I 'i'坤．そt

F
1
6
の
第

2
-

陣
は
年
内
に

米
下
院
公
認
会
記
録
一
―

-
【
ワ
シ
ン
ト
ン
土
ハ
日
佐
々
木
こ
れ
は
二
月
二
十
七
n
の
同
小

一
共
同
特
派
員
】
青
森
県
・
三
沢
基
委
公
聴
会
で
、
米
空

mの
ジ
ョ
ー

池
に
来
年
配
闘
予
定
だ
っ
た
米
空
ジ
・
エ
リ
ス
准
将
が
言
明
し
た
も

軍
の
新
鋭
戦
閲
機
F
1
6
飛
行
中
認
の
で
、
F
1
6
飛
行
中
隊
第
二
陣
の

配
憫
を
今
年
中
に
完
了
す
る
と
の

第
二
陣
（
第
一
四
戟
術
戦
闘
飛
行
計
国
を
強
四
し
て
い
る
。

隊
二
十
三
機
編
成
）
が
今
年
後
ま
た
エ
リ
ス
准
将
ほ
、
F
1
6
の

半
に
実
戟
配
憚
さ
れ
る
こ
と
が
十
三
沢
基
地
配
躙
関
連
貨
が
修
理
・

六
日
、
米
下
院

m事
委
軍
事
建
設
ー
、
維
持
施
設
、
弾
薬
貯
蔵
所
な
ど
総

小
委
囚
会
の
公
聴
会
記
録
か
ら
明
額
五
千
二
百
万
＂
鳥
（
約
八
十
五
母

ら
か
に
な
っ
た
。
既
に
配
醐
が
完
八
千
万
円
）
と
な
る
と
指
摘
。
こ

了
し
て
い
る
第
一
陣
（
第
一
三
戟
の
弾
薬
貯
蔵
所
が
攻
撃
的
な
性
格

術
戦
闘
飛
行
諒
、
二
十
七
機
）
と
を
有
し
て
い
る
た
め
、
日
本
側
に

と
も
に
第
四
三
二
威
術
戟
闘
航
空
建
設
費
負
担
を
弧
い
る
こ
と
が
で

団
を
加
成
、
増
強
を
続
け
る
極
束
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
．

ソ
連
軍
に
に
ら
み
を
利
か
せ
る
こ
F
1
6
は
対
池
核
攻
撃
能
力
に
優

と

と

な

る

。

れ

て

い

る

が

、

同

准

将

は

貯

蔵

所

の
詳
細
に
は
芦
及
し
な
か
っ
た
。

ク
遠強される">I文

海軍t孔t心が恥

核井租叶監船h
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米
毎
屯
極
屯
戦
略
の
中
枢
と
言
所
（
横
浜
市
戸
塚
区
深
谷
町
）
の

わ
れ
る
在
日
米
栢
巾
横
須
門
荏
地
二
つ
の
通
は
所
に
新
た
に
デ
ジ
タ

（
感
祖
四
市
）
の
直
は
施
設
が
改
ル
式
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
設
前
を
切

作
さ
れ
、
混
璃
ア
ッ
プ
さ
れ
る
計
設
す
る
こ
と
が
柱
に
な
っ
て
い

呵
で
あ
る
こ
と
が
十
六
日
ま
で
に
る
。

分

か

っ

た

。

深

谷

通

信

所

は

、

在

日

米

海

屯

こ
れ
は
、
共
産
窃
梨
委
臣
会
が
應
品
の
管
珂
下
で
西
太
平
洋
か

入
手
し
た
悉
中
の
日
紅
「
一
九
八
ら
イ
ン
ド
卒
に
展
叩
す
る
窒
艇
や

七
会
計
年
度
叩

T
建
設
支
出
」
で
航
空
機
（
一
部
空
心
機
）
に
対
し

分
か
っ
た
も
の
で
、
同
責
料
屁
米
て
司
令
部
の
あ
る
横
須
門
通
信
所

国
下
院
歳
出
委
図
会

m
m建
設
支
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
指
示
や
情
報

出
小
委
員
会
の
眩
叫
全
に
褪
出
さ
な
ど
を
送
信
し
て
い
る
。
し
か
し
、

れ
た
，
内
容
は
、
描
須
四
通
信
所
現
在
、
両
通
信
所
と
も
旧
式
の
ア

9

一
盃
栖
祖
四
笙
地
内
）
と
深
谷
通
信
ナ
ロ
グ
式
の
施
設
し
か
な
か
っ

在日米海軍

横須賀基地

.9 
（
 

こ。

塁
外
部
芙
地
対
策
課
の
話

t
 
近
年
、
ソ
嬰
平
洋
艦
昧
の
増

通

信

施

設

改

修

匹

に

対

抗

す

る

た

め

米

軍

は

攻

ヂ

「

次

軍

が

ふ

会

に

予

r悶
し
て
い

叫
向
康
名
や
対
芯
哨
戒
包
の
増
強
を
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

0

5

堕
図
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
函
一
索
議
中
と
閲
い
て
い
る
。
県
と
し

機

能

ア

ッ

フ

ヘ

か

信

施

設

の

拡

充

に

迫

ら

れ

て

い

て

は

埜

地

の

全

讐

塁

塁

し

た

。

一

て

お

り

、

埜

地

の

恒

久

化

と

来

ソ

翡
に
よ
る
と
、
深
谷
逍
信
所
の
核
塁
略
に
巻
き
込
乳
る
よ
う

に
は
、
国
防
通
信
シ
ス
テ
ム
（
D
＿
な
甚
地
の
強
化
は
好
ま
し
く
な

C
S
)
を
支
援
す
る
デ
ジ
タ
ル
式
い
。

マ
イ
ク
ロ
波
の
設
備
を
切
設
す
る

と
と
も
に
、
既
存
の
ア
ナ
ロ
グ
式

竺
堵
に
収
容
す
る
昔
緊
を
建
設

す
る
，
建
設
打
約
七
十
万
UNoo

咽

頂
釘
通
信
所
も
ほ
ぽ
同
様
の
内
容

で
建
設
費
約
六
十
万
丸
埋
用
は

哭
年
・
ヤ
月
以
降
の
予
定
。
米
軍
関

係
者
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

送
信
厖
力
が
か
な
り
ア
ッ
プ
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
電
波
の
涅
は
や

電
波
妨
害
を
防
げ
る
」
と
し
て
い

る。

（

し ‘̀ 

日

本

の

千

旺

ィ

防

衛

実

現

へ

●突然てーすヵゞ ．
‘‘̀ 

こにな：：ヽ もか印し1す。

以

エ
イ
ジ
ス
艦
従
来
の
ミ
サ
イ

ル
・
シ
ス
テ
ム
と
は
収
な
り
、
同

時
に
十
以
上
の
航
空
瞑
、
ミ
サ
イ

ル
な
ど
の
攻
撃
に
対
迅
で
き
る
。

む

ご

「

エ

イ

ジ

ス

艦

」

導

入

を

糞

悶

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

級

巡

洋
綜
か
ら
装
備
を
始
め
、
航
空
母

ー

し

房

中

心

と

す

る

芦

収

防

空

の

切

も

吋

裟

米

海

軍

太

平

洋

戦

略

を

策

定

り

札

と

し

て

い

る

。

冨

誘

飢

段

は
一
九
七
八
年
当
時
で
九
堡
―
-
f

【
ワ
シ
ン
ト
ン
ニ
十
三
日
共
六
円
の
秘
密
聴
問
会
で
レ
ー
マ
ン
一
さ
せ
る
北
四
は
な
い
と
表
明
し
万
心
防
函
庁
も
シ
ー
レ
ー
ン
防

同
】
来
誨
屯
当
同
は

m妍
況
の
広
即
i
l
I
具
吋
が
明
ら
か
に
し
た
。
呈
て
、
曰
本
が
同
舷
を
装
畑
し
て
一
衛
の
主
力
庭
と
し
て
中
旧
防
期
力

略
闘
計
画
に
一
―
―
百
唸
円
を
計
上
し

て
四
入
の
可
否
を
校
吋
し
て
い
．

隊
腐
シ
ス
テ
ム
を
塁
し
た
内
は
「
日
本
に
よ
る
一
千
翌
叫

4
-
予
吋
防
衛
に
直
献
す
る
と
い
う
こ

・
（
共
同
）

「
ニ
イ
ジ
ス
艦
」
素
叫
上
自
勾
瞑
交
通
路
（
シ
ー
レ
ー
ン
）
防
m

^

1

と
を
前
提
に
、
全
体
的
な
米
誼
巾

5

0

に
早
期
E
又
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
約
」
を
尖
坦
さ
せ
る
よ
立
文
茂
し
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
と
の
労
え
g
g
g
g
g
g
且

9
,
;
 

し
、
こ
う
し
た
日
本
の
防
衛
力
羽
て
い
く
と
の
行
え
を
強
閲
し
な
が
を
明
ら
か
に
し
た
。
抽
う
た
め
米
狙

m力
を

m強
し
な

強
を
期
恐
に
太
平
洋
の
防
衛
収
略
ら
、
将
来
の
所
威
に
対
抗
す
る
た
呈
口
は
さ
ら
に
、
加
上
自
衛
隊
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
日
本

を
ぼ
定
し
て
い
る
こ
と
が
二
十
三
め
に
は
印
上
自
岱
隊
が
エ
イ
ジ
ス
が
エ
イ
ジ
ス
咤
羽
人
な
ど
の
戦
力
に
エ
イ
ジ
ス
底
を
宍
即
さ
せ
る
こ

日
、
米
下
四
成
出
委
国
防
小
委
旦
艦
を
衷
佃
す
る
必
疫
が
あ
る
と
言

m強
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
と
が
磁
籾
と
強
図
し
た
。

会
の
秘
密
聴
即
会
記
録
か
ら
明
ら
町
し
た
。

か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
米
間
が
誨
ソ
氾
の
太
平
洋
艦
隊
が
米
釘
ヒ

上
自
衛
隊
の
皿
力
を
夷
口
的
に
米
鯰
隊
と
郎
上
自
切
隊
の
渡
衛
霰
隊

戦
略
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
変
屈
し
た
も
の
よ
り
多
数
の
笙

窓
味
し
、
集
団
的
自
濶
櫂
は
速
虚
船
か
ら
碍
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

と
す
る
日
本
の
防
衛
政
策
が
改
め
術
摘
す
る
一
方
で
、
日
本
が
防
衛

て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
任
拐
を
笞
つ
シ
ー
レ
ー
ン
一
千
芍

来
開
の
こ
の
口
催
は
二
月
二
十
に
米
狙
れ
の
エ
イ
ジ
ス
底
を
旦
閲

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

..................................................................... 

米議会聴間会

灸伍
タ
ニ
ー
」
佐
世
保
出
港

呪・昆
篇
•
佐
世
保
港
に
十
日
か

ら
寄
港
し
て
い
た
来
海
軍
の
ス
タ

、dーJレ
ー
ジ
ョ
ン
汲
攻
撃
型
原
子
丑
累

艦
「
タ
ニ
ー
」
（
三
、
六
四
〇
沙
、

乗
員
雪
干
人
）
は
十
四
日
午
前

十
時
過
ぎ
、
出
港
し
た
。

(1 1) 

(1 ()) 



国務省が声明

に
こ
だ
わ
る
以
、
痣
墨
船
の
ニ
ュ

ー
ジ
I
'
ラ
ン
ド
寄
浩
は
不
可
能
に
な

っ
た
、
と
断
定
。
こ
の
こ
と
は
、
ニ

ュ
・
＇
ジ
ー
ラ
ン
ド
が

A
N
Z
U
S条

約
の
罰
安
全
醤
の
取
り
決
め

に
対
し
、
瞑
則
的
な
頁
献
を
果
た
＿
＾
解
懇
核
の
乱
を
開
さ
な

さ
な
な
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
米
政
策
に
対
す
る
罪
解
に
関
し
、

い
と
し
て
、
「
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
―
二
曰
の
米
国
惣
患
函
は
「
池
の
同

ラ
ン
ド
に
対
す
る
防
衛
上
の
霞
任
盟
諸
国
j
と
し
か
述
べ
て
い
な
い

に
閃
し
、
来
国
が
負
う
義
務
を
も
変
が
、
こ
の
中
に
は
当
然
、
日
本
が
合

え
ず
に
は
お
か
な
い
]
と
宣
置
し
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本

た

。

に

つ

い

て

は

、

米

政

府

は

こ

れ

ま

で

ロ
ン
ギ
首
相
と
シ
ュ
ル
ツ
国
窃
長
繰
り
返
し
、
核
持
ち
込
み
を
事
前
協

官
は
、
マ
ニ
ラ
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
謳
の
対
象
と
す
る
日
米
宮
床
条
約
と

【
つ
シ
ン
ト
ン
ニ
日
11
岩
村
特
派
羹
】
来
政
府
は
一
百
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
核
艦
船
寄
造
拒
否
に
関
連
合
（

A
磨
A
N
)
拡
大
外
相
会
そ
の
関
連
取
り
決
め
を
順
守
し
、
核

し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
ン
ギ
器
の
政
策
が
変
わ
会
い
限
り
、
米
国
も
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
誼
に
出
席
し
た
際
、
核
積
戟
艦
寄
距
に
対
す
る
曰
本
の
国
民
感
情
を
葬

m-

両
題
に
つ
い
て
算
合
哀
で
会
談
し
す
る
、
と
し
て
い
る
。

た
。
し
か
し
、
ロ
ン
ギ
首
相
ほ
「
わ
し
か
し
、

K
活
が
「
持
七
込
み
j

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
N
,
•
米
国
相
互
安
全
保
障
条
約

(
A
N
z
u
sり
ア
ン
ザ
ス
条
約
）
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

`

[

:

]

]

]

]

]

]

]

[

[

]

]

攣

二

[

]

]

足
な
結
果
を
得
る
よ
う
努
力
し
た
強
調
し
て
い
る
。
、
そ
の
上
で
声
明
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

が
、
米
国
の
立
氾
が
正
し
く
珂
解
｀
さ
こ
れ
に
関
し
戸
明
は
「
也
の
同
盟
ラ
ン
ド
が
個
々
の
胆
船
の
核
の
有
無

防
衛
義
務
放
棄
も

．
 

,

d

.

,

 

'
 

ミ
]
"
て
も
1

日
本
の
筵
度
おヽ

ヽ
＼

一
ワ
シ
ン
ト
ン
九
日
松
下
（
文
）
共
同
特
派
貝
】
米
空
軍
が
四
国
の
群
山
米
軍
基
地
を
は
じ
め
と
す

る
八
カ
国
の
在
外
苓
旭
二
十
六
カ
所
に
戟
術
核
兵
器
の
貯
毯
巴
能
な
弾
薬
団
を
滋
入
す
る
計
国
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
｀
鳥
臼
渇
宮
叫
翌
卸
ば
苛
劇
匈
剖
叫
四
釦
叩
劉
知
口
吋
ヨ
甘
梨
制
均
叫
ー

尉
訓
卿
聞
会
記
録
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
核
兵
器
の
貯
蔵
可
璃
な
巫
池
を
特
定
す
る
も
の
で
、

核
兵
器
の
有
無
を
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
政
策
を
と
る
米

mが
こ
う
し
た
埜
地
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
の

は
初
め
て
と
み
ら
れ
る
。
該
兵
器
用
弾
薬
叩
の
建
設
計
圃
は
、
三
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
同
小
委
非
公

開
聴
閲
会
で
ヘ
フ
ナ
ー
委
目
長
が
提
出
し
た
質
問
状
に
対
し
、
米
空
軍
が
琵
池
リ
ス
ト
と
と
も
に
文
由

回
答
し
た
中
で
朗
ら
か
に
な
っ
た
。
至
地
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
弾
薬
叩
ぱ
g
国
の
ほ
か
、
西
ド
イ

ツ
、
ト
ル
コ
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ギ
リ
シ
ャ
で
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
日
本
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

在
叩
米
軍
の
核
兵
器
に
つ
い
て

は
、
朝
群
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
北
朝
鮮
）
が
従
来
か
ら
神
社
を

と
が
ら
せ
て
い
歪
北
朝
鮮
は
先

月
二
十
三
日
に
朝
鮮
半
烏
で
の
非

核
•
平
和
地
帯
創
設
提
案
を
発

表
、
米

mが
叫
国
か
ら
核
兵
辟
を
院
歳
出
委

m
m建
設
小
安
目
会
へ

置
す
で
を
つ
要
求
し
た
。
こ
の
の
需
回
答
は
極
め
て
例
外
的
な

疇
冒
]]rn
』
]
]
]
[
]

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
米
国
相
互

リ

ス

ト

に

よ

る

と

、

空

市

が

こ

対

議

会

回

答

の
弾
凜
血
の
建
設
を
予
定
し
て
い

る
の
は
西
ド
イ
ツ
、
ト
ル
コ
が
そ
【
ワ
シ
ン
ト
ン
九
日
共
同
】
米
安
全
保
即
条
約
（
ア
ン
ザ
ス
条
約
）

れ
ぞ
れ
互
篇
、
英
国
、
イ
タ
リ
田
は
対
ソ
戦
略
上
、
軍
事
話
池
や
の

m実
上
の
崩
壊
に
ま
で
発
展
し

艦
船
塁
の
核
兵
器
の
有
無
を
酋
て
し
ま
っ
た
。

詈
否
定
も
し
な
い
と
い
う
基
本
翡
三
原
則
を
発
翌
す
る
日
本

こ
の
弾
雷
は
「
兵
欝
農
雙
な
り
、
核
兵
器
器
の
効
率
力
所
を
除
く
二
十
庶
池
に
は
、
和
ア
が
＝
＝
篇
品
大
西
洋
条
約
磯

政
策
を
と
っ
て
い
る
。
世
界
各
池
政
府
は
、
日
米
安
保
条
約
の
事
前

全
シ
ス
テ
ム
」
(
W
S
3
)
と
呼
ば
化
、
潤
搬
時
の
平
故
回
況
に
つ
な
事
に
十
五
分
以
内
で
醗
睦
で
き
る
構

(
N
A
T
Q
)
諸
国
に
集
中
、

に
展
開
す
る
米
軍
の
核
の
有
無
を
協
ぷ
制
に
韮
づ
い
て
米
国
が
通
舌

れ
、
空
軍
の
説
明
に
よ
る
と
地
下
が
る
と
い
う
。
よ
う
に
ほ
ぼ
二
十
四
時
問
の
臨
戯
米
軍
が
西
ド
イ
ツ
と
・
L

ル
コ
に
束

格
納
式
。
こ
の
弾
器
の
児
で
リ
ス
ト
に
あ
る
諾
旭
二
十
六
ヵ
裔
姦
い
て
い
る
戦
闘
爆
撃
環
側
に
対
す
る
謳
翌
器
嬰

鰭
甘
彗
げ
―
[
諄
L
e
M

↓[
[

9

"
認

｀

｀

｀

い

る

こ

と

が

出

田

｀

｀

＇

｀

ャ
い
う
脅
威
を
抱
か
せ
、
攻
撃
を
思
省
は
殴
近
、
す
べ
て
の
同
盟
国
が

米
国
が
叩
国
に
核
兵
器
を
配
節

い
と
ど
ま
ら
せ
る
、
と
い
う
米
国
こ
の
政
策
伝
理
解
し
て
い
る
と
し

し
た
こ
と
は
、
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ

ー
米
国
訪
長
宮
（
当
時
）
が
一
九

七

五

年

六

月

の

記

者

会

見

で

確

認

防

戦

路

だ

。

て

、

日

本

に

も

こ

の

政

策

が

例

外

こ
の
た
め
禾
政
府
当
局
者
は
こ
な
く
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問

れ
ま
で
核
の
所
在
に
つ
い
て
は
明
接
的
に
認
め
、
日
本
に
寄
氾
す
る

し
て
い
る
が
、
配
濶
す
る
至
地
の

ら
か
に
す
る
こ
と
を
拒
否
し
続
け
米
艦
船
の
核
珀
政
に
つ
い
て
大
き

貝
体
名
を
公
表
し
た
の
は
初
め

て
き
て
お
り
、
核
兵
器
の
貯
蔵
坦
な
疑
惑
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
さ

て
。
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
群
山
韮

所
を
特
定
し
た
と
も
い
え
る
米
下
れ
た
‘
)

喪
忘
竺
十
六
の
W
S
3
を
建
設

す
る
予
定
。

問

わ

れ

よ

う

℃

米空軍が

リスト公表

導
入
計
画
、

8
本
は
含
ま
ず

韓
国
な
ど

26基
地

郊：l`(0 k 

一虞
雹

し
且--

‘̀
 

て
い
る
＇
：
｀
‘
‘̀ 

k
 

日
本
の
態
度

模
範
を
示
唆

在
沖
米
海
兵
隊
の
軍
要
芦
芦
『
[

一
ワ
シ
ン
ト
ン
ニ
言
亘
"
i
-
^

、
「
、
同
】
来
下
院
弓
暑
緊
委
函
会

‘
の
馨
開
会
記
録
か
ら
二
十
言

明
ら
か
に
な
っ
空
l

k

)

-

0

に
よ
る

ー
！
’
）

.u、
ゲ
リ
ー
釆
海
兵
踪
司
令
官
は
二

ャ‘｀
月
二
十
六
日
の
開
含
、
沖
塁

（
音
の
海
兵
隊
（
＝
喜
一
一
丁
人
）
に
つ
．

(

D

 
C
い
て
＿
言
駐
留
の
米
軍
を
除
迂

怒
ば
、
西
太
平
洋
で
の
有
事
の
際
に
緊

爵
処
で
き
る
唯
一
の
咆
上
部
隊
で
i

あ
き
良
べ
、
沖
繹
の
米
海
兵

塁
地
存
続
の
軍
要
性
を
置
し

た。
司
令
官
は
、
こ
う
し
た
戟
略
的
翌

由
の
ほ
か
、
同
部
隊
を
沖
縄
か
ら
曲

か
せ
な
い
宴
因
と
し
て
①
米
杢
窓

だ

喜

醤

大

な

施

設

費

な

恙

一
必
要
②
日
本
政
府
が
部
踪
の
註
翌
f1

．
琶
し
て
娼
出
し
て
い
る
一
億
九
―

万
F
a

（
約
―
-
音
二
士
習
、
年
問
）
．

ー
を
失
う
、
を
挙
げ
た
。

．‘ .. 一之癖ぷ渇直線
湖象漉＇’11.lがこか5枝ヵ5.-・ヽ

く）
(1 3) 

(1 2) 



米
軍
空
母
艦
載
機
の

N
L
P
（
夜
間

離
発
着
訓
練
）
基
地
建
設
反
対
で
火
を

噴
く
三
宅
島
へ
、
大
田
共
同
行
動
22
人

3
泊
4
日
の
ピ
ー
ス
・
ト
ラ
ベ
ル
。

東
京
の
南
180km
、
7
時
間
の
夜
の
船
旅

で
あ
る
。

2
日
未
明
、
阿
古
港
に
到
着
。

反
対
闘
争
第
一
弾
／
．

民
宿
「
緑
風
荘
」
玄
関
に
「
自
民
党

・
防
衛
庁
お
断
わ
り
」
の
貼
紙
。
個
別

訪
問
に
よ
る
切
り
崩
し
を
許
さ
な
い
反

対
派
住
民
の
戸
口
を
守
る
挨
拶
状
。
反

対
す
る
す
べ
て
の
家
の
玄
関
に
貼
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
。

定
期
観
光
バ
ス
で
反
対
闘
争
を
見
る

周
囲
35km
の
火
山
島
を
一
周
し
て
緑

の
深
さ
に
驚
い
た
。
一
方
、
記
憶
に
新

し
い

83
年
雄
山
の
大
噴
火
て
溶
岩
に
の

ま
れ
た
阿
古
地
区
や
基
地
予
定
地
の
溶

岩
地
帯
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
自
然
の

I

違

3
`
 

J
I
赤

戸目凰麿昌
閏顧曾麟
i 86_.-5.1~s.4 
丈田共同行罰（譴）

ふt~-h‘消＇，」鯰印刷9

． ＇ 

三
池
渇

威
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。
誰
か
が
っ
ぷ
ゃ

い
た
。
「
核
戦
争
後
の
風
景
だ
ナ
・
：
」
。

運
転
手
さ
ん
は
三
度
の
大
噴
火
を
経

験
し
「
山
の
声
を
聞
け
ば
、
い
つ
爆
発

す
る
か
わ
か
る
。
」
だ
か
ら
こ
わ
く
な

い
と
い
う
。
島
の
人
達
に
は
噴
火
後
自

カ
で
立
ち
直
っ
て
き
た
自
信
と
連
帯
感

が
あ
り
、
そ
れ
が
反
対
闘
争
の
バ
ネ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

N
L
P
予
定
地

は
島
の
要
請
で
国
土
庁
の
農
地
復
旧
エ

事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
（
防
衛
庁
は
手
．

出
し
で
き
な
い
）

バ
ス
の
道
沿
い
に
は
立
看
板
か
い
っ

ぱ
い
。
賛
成
派
の
東
京
あ
た
り
で
作
っ

た
よ
そ
よ
そ
し
さ
に
比
べ
、
反
対
派
の

思
い
を
書
き
込
ん
だ
手
作
り
看
板
は
心

を
揺
さ
ぶ
る
名
文
句
が
あ
る
。
こ
こ
に

も
島
民
85
％
反
対
の
意
気
込
み
が
う
か

が
わ
れ
た
。

一＊冨別預飛行場

＜稟域にコ缶対域
- -- -

「
金
は
一
時
、

3
日、

‘‘̀ 

9

上
，

平
和
や
緑
は
子
々
孫
々
」
非
常
に
高
い
。
安
易
な
防
衛
庁
の
説
得

反
対
闘
争
の
先
頭
に
立
つ
寺
な
ど
、
簡
単
に
論
破
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
。

沢
村
長
が
民
宿
ま
で
出
向
い
て
く
れ
、
＇
事
実
、
賛
成
派
の
宣
伝
「
説
明
会
に

2
時
間
余
り
の
交
流
会
を
も
つ
こ
と
が
出
よ
う
」
に
対
し
、
タ
ク
シ
の
運
転
手

で
き
た
。
村
長
は
冗
談
を
交
え
な
が
ら
さ
ん
が
「
説
明
会
を
開
い
た
ら
次
は
土

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
の
不
安
定
地
買
収
が
始
ま
る
。
そ
ん
な
や
り
口
に

化
や
シ
ー
レ
ー
ン
を
考
え
れ
ば
三
宅
島
の
る
者
は
い
な
い
ョ
」
と
相
手
に
し
て

□か
米
軍
常
駐
基
地
化
は
ま
ち
が
い
な
い
。
八
い
な
い
。
反
対
派
の
人
々
は
一
人
一
人

．
狙
わ
れ
た
自
治
体
が
拒
否
し
て
い
け
ば
確
信
に
満
ち
た
意
見
を
聞
か
せ
て
く
れ

一
確
実
に
基
地
は
消
え
て
い
く
と
思
っ
し
、
た
。

絶
対
に
勝
て
る
。
闘
い
の
中
で
三
沢
．
．
「
私
は
絶
対
に
基
地
建
設
反
対
だ
」

i
岩
国
な
ど
の
闘
い
と
も
合
流
で
き
る
。
」

4
日
、
緑
風
荘
の
主
人
宮
沢
さ
ん
(

6

6

i
「
こ
の
闘
い
で

4
千
島
民
が
初
め
て
一
歳
）
の
話
し
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

｛
つ
に
な
り
、
島
の
将
来
を
み
ん
な
で
考
「
自
分
が
住
め
な
く
な
る
様
な
計
画
を

一
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
だ
れ
が
認
め
る
も
の
か
。
『
そ
ん
な
に
つ

一
の
意
味
で
こ
れ
か
ら
が
島
の
自
治
を
取
く
り
た
け
り
ゃ
自
分
の
家
の
側
に
つ
く

一
り
戻
す
正
念
場
で
も
あ
る
。
建
設
賛
成
っ
た
ら
い
い
』
と
中
曽
根
首
相
の
家
に

こ
派
は
働
く
こ
と
の
き
ら
い
な
一
発
あ
て
電
話
を
入
れ
て
や
っ
た
。
」
「
自
分
た
ち

た
い
人
達
。
こ
れ
で
は
自
治
は
育
た
な
の
生
活
が
壊
さ
れ
る
前
に

N
L
P
基
地

一
い
」
「
島
の
住
民
（
反
対
派
）
は
本
当
計
画
を
潰
す
決
意
だ
」
と
語
っ
て
い
た
。

ー
に
よ
く
勉
強
し
て
い
る
。
政
治
意
識
も
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
三
宅
島
へ
！
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沖
縄
•
読
谷
村
長
選

旺
山
内
氏
が
四
選

ー7
 【
読
谷
】
沖
縄
本
島
中
部
の
読

谷
村
長
選
は
十
三
日
投
票
、
即
日

開
票
さ
れ
、
革
新
統
一
の
現
職
、

山
内
徳
信
氏
（
竺
）
が
、
自
民
・
保

守
派
の
新
人
、
当
真
嗣
康
氏
（
四
匹
）

を
鼓
っ
て
当
選
、
四
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

同
村
畏
選
で
は
、
自
民
・
保
守

勢
力
が
「
衆
参
同
時
選
“
圧
膳
“

の
勢
い
で
革
新
村
政
打
倒
を
」
と

激
し
く
攻
勢
を
か
け
た
の
に
た
い

し
、
革
新
統
一
勢
力
は
「
自
民
党

の
悪
政
激
化
か
ら
住
民
を
守
る
革

新
村
政
の
継
続
発
展
を
」
と
、
新

た
な
村
づ
く
り
計
画
を
掲
げ
て
全

力
を
あ
げ
ま
し
た
。

当
山
内
認
信
無
現
九
九
八
七

当
真
嗣
康
無
新
六
四
一
六

●これ全‘冠‘怒ぃ’’

304複｝席ー

↓ 

1
隻
暉
億
円
防
衛
庁
が
予
算
化
（
〖
）

米
戦
略
下
、

洋
L
防
空
」
の
呻
化

‘‘、

シ
ー
レ
ー
ン
に
お
け
る
「
洋
上
た
。
加
藤
防
微
庁
長
官
は
す
で
に
八
兆
四
千
億
円
）
の
「
洋
上
防
ル
な
ど
の
攻
撃
に
対
処
で
き
る
も
と
い
わ
れ
、
と
の
程
度
の
能
力
を

習
J
体
制
の
匹
化
を
検
討
し
て

O
T
H
（
趨
長
距
醗
）
レ
ー
ダ
ー
空
」
体
制
唆
化
の
二
つ
の
自
玉
が
の
。
一
笠
の
建
造
価
格
は
、
在
来
も
た
せ
る
か
が
今
裟
の
政
府
部
内

い
る
防
嬌
庁
は
、
こ
れ
ま
で
に
航
設
置
の
た
め
来
年
度
予
算
案
に
調
相
次
い
で
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
型
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦

(
D
D
G
)

の
調
整
諜
題
と
な
り
ま
す
。

空
楓
が
発
射
す
る
対
艦
ミ
サ
イ
ル
章
費
を
盛
り
込
む
意
向
を
示
し
て
な
り
ま
す
。
．
の
約
二
倍
に
あ
た
る
千
五
百
億
円
防
斎
庁
は
果
絡
的
に
は
、
海
上

に

同

時

多

目

曰

対

処

が

可

縮

な

工

お

り

、

昨

年

九

月

に

決

め

た

新

軍

エ

イ

ジ

ス

艦

は

、

従

来

の

ミ

サ

程

度

を

想

定

し

て

い

ま

す

が

、

シ

自

匹

隊

の

四

個

腹

微

隊

群

に

各

一

f

イ
ジ
ス
艦
を
六
十
三
年
度
予
算
か
拡
計
画
（
中
期
防
衛
力
整
備
計
イ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
違
っ
て
、
同
ス
テ
ム
の
施
力
を
と
の
水
準
に
置
隻
ず
つ
記
憫
す
る
計
画
で
す
。
霰
改
革
委
員
会
（
事
籾
次
官
が
委
長
）
を
置
き
、
来
年
春
を
め
ど
に

ら
導
入
す
る
方
針
を
固
め
ま
し
画
、
六
十
一
ー
六
十
五
年
度
、
十
時
に
十
以
上
の
航
空
楓
、
ミ
サ
イ
く
か
で
価
格
に
大
き
な
差
が
出
る
レ
ー
マ
ン
米
海
軍
長
官
は
、
洋
員
長
）
の
も
と
に
、
「
洋
上
防
空
一
整
傭
方
針
を
ま
と
め
ま
す
．

上
防
空
詭
力
増
臨
の
た
め
に
自
蜜
体
制
研
究
会
」
（
座
長
・
防
術
局
・
ー
』
一
1
¢
 

翌
ェ
イ
ジ
ス
艦
を
導
入
す
る
こ

と

を

米

軍

事

戦

略

の

「

要

索

」

と

軍

事

費

＂

i

%

増

を

要

求

な

っ

て

い

る

と

の

べ

て

お

り

、

エ

・

'

い

・

イ

ジ

ス

艦

導

入

に

よ

っ

て

自

衡

来

年

度

予

算

で

防

衛

庁

が

方

針

隊
は
い
っ
そ
う
米
戟
略
に
深
く

組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
防
御
庁
は
十
三
日
ま
で
に
、
来
新
・
整
濶
、
新
し
い
装
備
導
入
に

す

。

年

度

軍

事

予

算

の

概

算

要

求

基

準

伴

う

維

持

経

費

、

基

坦

対

策

ヌ

な

防
錮
庁
が
検
討
中
の
「
洋
上
防
に
つ
い
て
今
年
度
当
初
予
算
比
七
ど
が
重
点
課
題
．

空
」
濤
想
は
①
O
T
Hレ
ー
ダ
ー
・
ニ
％
増
を
要
求
す
る
方
針
を
固
七
・
ニ
劣
の
伸
び
率
は
、
今
年

で
端
緒
情
報
を
収
集
②
早
期
警
戒
め
ま
し
た
。
今
週
早
々
に
も
自
民
度
当
初
予
算
三
兆
＿
―
-
千
四
百
三
十

楓
E
2
Cで
相
手
機
を
把
握
③
空
党
国
防
関
係
部
会
幹
部
と
調
整
五
億
円
に
た
い
し
約
二
千
四
百
億

中
給
油
楓
で

E
2
Cの
飛
行
を
支
の
う
え
、
大
蔵
省
と
折
衝
に
臨
円
の
増
。
増
加
分
の
内
訳
は
、
人

援

④

エ

イ

ジ

ス

艦

で

相

手

ミ

サ

イ

み

ま

す

。

．

件

・

四

食

費

が

年

金

・

恩

給

費

の

ル
に
対
処
ー
ー
か
ら
な
っ
て
い
ま
要
求
の
作
成
に
当
た
り
、
防
衡
繰
入
金
増
加
で
二
百
．
億
円
、
彼

す
。
防
匹
庁
は
す
で
に
、
効
果
的
庁
は
正
面
翠
備
で
は
中
期
防
岱
力
年
度
負
担
の
歳
出
化
経
費
が
一
千

な
洋
上
防
空
体
制
を
検
討
す
る
た
整
濶
計
画
の
順
調
な
進
ち
ょ
く
率
億
円
、
施
設
整
備
や
修
珊
・
維
詩

校
レ
A
に
四
月
に
設
置
し
た
防
確
保
、
後
方
支
翠
で
は
施
設
の
更
経
費
を
中
心
と
し
た
一
般
物
件
費

9

9

9

,

9

り

h

‘

:

"

’
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◇

8
.
l
「
ア
ト
ミ
ッ
ク
カ
フ
ェ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
8

6
」
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
イ
ー
ス
ト
、

1
時

i

8
時
、
入
場
料
¥
3
5
0
0
、
主
催
同
実
行
委
（

0
3
1
3
7
9
ー
9
0
3
3
)
ま
で
、

3
8
•
2

ー
3

「
草
の
根
平
和
の
集
い86

」
戸
山

サ
ン
ラ
イ
ズ

(
0
3
ー
2
0
4
3
6
1
1
)
1
日

目
9
時
半
ー

2

0
時
・

2
日
目

9
時
半
し

1

6
時

半
、
参
加
者
が

1

8
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
討

論
を
中
心
に
映
画
上
映
、
バ
ザ
ー
ル
も
あ
っ
て
盛

り
だ
く
さ
ん
。
参
加
費

2
日
間
で

1
5
0
0
円、

ト
マ
喰
沿
g
は

蓬
亘
も
一
た
毎
、
IIり
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主
催
同
実
行
委

(
O
3
ー
8
1
5
ー
8
5
4
7
)

◇
8
.
5
「
被
爆
四
十
年
ー
『
8
.
6
ヒ
ロ
ン
マ
』

の
原
点
を
取
り
も
ど
そ
う
9
.
8
.
5
反
戦
・
反

核
広
島
集
会
」
広
島
市
社
会
福
祉
セ
ン
ク

1

4
時

閉
場
、
参
加
費

5
0
0
円
、
同
実
行
委
主
催
・
連

絡
先

0
8
2ー

2
4
3
1
0
0
5
1

（
松
江
澄
事

務

所

）

他

8

.. 
l

5
に
も
広
島
で
集
会
の
予
定

◇

7
.
2
7
「
核
戦
鑑
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
止
め

ろ
！

7

．
2
7

京
都
集
会
」
講
演
•
海
も
楽
新
氏
、

1
時
半
し
京
都
労
働
者
総
合
会
館
、
京
都
ト
マ
連

(
0
7
5
ー
2
5
5
3
|
1
2
6
1
)
主
催
。
京
都

ト
マ
連
で
は
こ
の
他
紀
も
8
.
l
l
8
•
1
5

ま
で

で
―
-
'
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
阻
止
を
掲
げ
て
ハ
ン
ス

卜
冗
入
る
予
定

◇
8
•
1
9

「
二
『1

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ト
寄
港
阻
上
8
.
1

9
福
岡
集
会
一
福
両
市
中
央
セ
ン
ク
ー
、
6
時
半
ー

佐
々
木
竹
一
氏
（
佐
世
保
軍
問
研
）
を
招
い
て
、
呼

び
か
け
福
両
共
同
行
動

(
0
9
2
ー
6
4
1
1
7ヽ
9

2
3
)
、
佐
世
保
寄
港
の
際
に
は
現
地
行
動
を
九
州

・
山
ロ
ア
ビ
・
ー
ル
で
予
定

ジ
8

.

2

4

n
こ1
ス
カ
で
非
核
市
民
宣
言
運
動
を
中

心
に
集
会
・
デ
モ
を
計
画
、
又

8
月
に
入
っ
て
毎
週

末
に
首
都
圏
の
各
団
体
持
ち
回
り
に
よ
る
ピ
ー
ス
・

キ
ャ
ン
プ
を
予
定
、

8
.
1
l
l
o
に
か
け
て
や
は

り
首
都
圏
の
各
地
で
ミ
ミ
ズ
の
ピ
ラ
ま
き
デ
モ
が
進

行
中
、

◇
以
上
の
他
に
も
呉
と
愛
知
で
県
下
の
非
核
自
治
体
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
申
し
入
れ
行
動
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
8
月
中
旬
を
頂
点
に
進
行
中
。

◇
8
•
1
5

「
今
、
国
家
を
問
ぅ
8
•
1
5

市
民
集

：
会
」

1
時
ー
9
時
、
講
演
・
広
瀬
殴
氏
「
チ
ェ
ル
ノ

プ
イ
リ
の
暗
号
文
」
、
反
核
講
談
・
神
田
香
さ
ん
、

他
、
8
•
1
6

「
3
0
4

議
席
と
国
家
秘
密
法
案
」

真
夏
の
四
谷
政
談
」
2

時
ー
7

時
、
8
•
1
7

映
画

会、

1

0
時
ー

7
時
半
、
「
若
者
た
ち
へ
」
他
数
本

い
ず
れ
も
四
谷
公
開
堂
、
日
本
は
こ
れ
で
い
い
の
か

フルーツ入り
ピース・チョコ’'はいかが．
:::-ュー芝知臣叩女を知し3とともに＿日和

反本紅””たが')tつ心い如ニシ名｝刃下つヽ＼ c l祐
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